
  

 

〇 年金 

 「父がお金になってしまった。」という文から始まる作文を読みました。日本年金機構が募集する

「私と年金」エッセイの優秀作品で厚生労働大臣賞を受賞したものです。父親を癌で亡くした高校生が

作者です。年金事務所で母親とともに「遺族年金」を申請したときに感じた気持ちだったそうです。通

常回覧される文書は細部までは見ないことも多いのですが、今回は最初の文にインパクトがあったので

全文読んでみました。文の終わりのほうには次のような記述がありました。「昔の私だったら『どうせ

もらえないのに』や『損してる』と思っていたかもしれない。でも今は違う。そのお金がいつかどこか

で、誰かの支えになるかもしれない。」～中略～ そして最後の文は「お金になったのではなく、想いと

して、父は今も私たちと一緒に生きている。そのことを、私はこれからも忘れず、前を向いて進んでい

きたい。」というふうにまとめられています。肉親を亡くすという不幸がありましたが、この高校生は

心が広く深い大人に成長していくであろうと想像しました。 

 私は一度定年退職をしましたが、幸せなことに今も働かせていただいています。このたびは年金制度

の大切さを改めて認識させていただきました。 

〇 九電イベント 

九州電力北九州支店様から声をかけていただき、５月 28 日（金）お昼のイベントに参加しました。

キッチンカーなども集合し、地元の食材を PR するような内容です。KC 校調理師科の２年生が「若松キ

ャベツとトロトロ角煮の豚角煮丼」を販売しました。また、学校特製のドレッシングも好評でどちらも

完売という結果となりありがたいと思いました。私が記憶する限りこれまでは報道の取材はほとんどあ

りませんでしたが、今回は FBS 福岡放送めんたいワイド様からオファーがあり、学校での下準備から

販売までを取材していただきました。 

 

 

 

 

 

 

〇 自校自賛                                       

 オオバ（青じそ） KC 校屋上のプランターに出現し、育ってきています。種がこぼれて自然に芽が

出ました。そうめんなど日本料理を中心に役に立ってくれるといいなと思います。 

ミント  YC 校の花壇に育っているものです。大きく育ってきたので飾ってみました。オオバもミ

ントもハーブ系で調理のわき役として活躍してくれます。当人（？）たちは自分たちの命を誠実につな

いでいるだけでしょうけれども。 
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